研究会「形と空間」 by unknown
Title研究会「形と空間」
Author(s)























また､ ｢図の体系｣は､情報の伝達および記録の手段として､ ｢字｣ ｢絵｣に
対 して第三の記号である ｢図｣の文法論､体系化をめざすものです｡1986年に､
｢図の体系- 図的思考とその表現｣(出展･吉田･渥美著､日科技連)が出版され､
1987年秋､日刊工業新聞技術･科学図書文化貧を受賞しました｡
(文責 小川)
参加者各位,裏方の皆様のご協力により,質疑応答･討論の記録もここにおさめる
ことができました.また,当日時間の都合などで実現は出来なかった討論,いわば
場外討論や,討論から進展した研究等も掲載しております.
世話人 小川 泰
出展 栄一
種村 正美
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